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委員長 山本 順三（自民） 大野 正（自民） 熊谷 裕人（ ※ ）
理 事 こやり 隆史（自民） 高橋 克法（自民） 田島 麻衣子（ ※ ）
理 事 佐藤 正久（自民） 中西 哲（自民） 高橋 光男（公明）
理 事 松川 るい（自民） 藤井 基之（自民） 竹谷 とし子（公明）
理 事 古賀 之士（ ※ ） 本田 顕子（自民） 新妻 秀規（公明）
理 事 難波 奨二（ ※ ） 松山 政司（自民） 梅村 聡（維新）
理 事 高瀬 弘美（公明） 山田 太郎（自民） 清水 貴之（維新）

朝日 健太郎（自民） 礒 哲史（ ※ ） 井上 哲士（共産）
岩井 茂樹（自民） 大塚 耕平（ ※ ） 伊藤 岳（共産）
小川 克巳（自民） 岸 真紀子（ ※ ） ながえ 孝子（碧水）

（2.1.20 現在）

※ 立憲・国民．新緑風会・社民

（１）審議概観

第201回国会において、本特別委員会に

付託された法律案及び請願はなかった。

〔国政調査等〕

２月17日及び18日、多様な主体による

連携を含む我が国国際協力に係る取組等

に関する実情調査のため、大阪府及び兵

庫県に委員を派遣した。

３月11日、政府開発援助等開発協力の

基本方針に関する件について、茂木外務

大臣から所信を聴いた。

３月19日、予算委員会から委嘱された

令和２年度政府開発援助関係経費の審査

を行い、ユニバーサル・ヘルス・カバレッ

ジ（ＵＨＣ）達成に向けた保健分野にお

ける取組、新型コロナウイルスの感染拡

大の中でのＯＤＡ及びＪＩＣＡの活動等

についての外務大臣の所見、ＪＩＣＡ海

外協力隊の現職教員特別参加制度での人

件費補てん制度廃止による影響とその対

処策、ＯＤＡ予算の適切な執行に向けた

事業の在り方についての外務大臣の認識、

ＯＤＡによる石炭火力発電輸出支援政策

を見直す必要性、ＳＤＧｓの目標のうち

我が国の取組が遅れている分野について

の外務大臣の認識等について質疑を行っ

た。また、前記委員派遣について、派遣

委員から報告を聴いた。

５月29日、政府開発援助等開発協力の

基本方針に関する件を議題とし、日本が

増資を行うＧａｖｉワクチンアライアン

スにおける日本の発言力を高める必要性、

新型コロナウイルス感染症と共存する新

しい時代の開発協力大綱の在り方、自由

で開かれた海洋秩序の基礎となる「法の

支配」の意味と国際社会における現状に

対する外務大臣の認識、ＯＤＡの今日的

な役割及び必要なＯＤＡ予算の確保につ

いての外務大臣の所見、ＳＤＧｓの達成

のための新たな資金を考える有識者懇談

会の活動状況及び今後の方向性、アフリ

カでの新型コロナ感染症の急拡大を抑え

込むことの重要性、新型コロナ感染症拡

大による相手国の状況変化等を踏まえた

ＪＩＣＡボランティアとのミスマッチ防

止策等について質疑を行った。



６月１日、参議院政府開発援助調査に

関する件について、令和元年度政府開発

援助調査派遣団の参加議員からの意見表

明を踏まえ、ＯＤＡによる支援の国際的

ルールを早急に整備していく必要性、途

上国における女性の通学の問題に対する

ＯＤＡによる解決策、新型コロナウイル

ス感染症の拡大のため一時帰国中のＪＩ

ＣＡ海外協力隊員への支援策、限られた

予算を効果的に使うためのＯＤＡの世界

的な戦略、石炭火力発電の建設よりも再

生可能エネルギーを支援していくことの

重要性、部品の供給や修理の技術等を含

めた現地完結型の援助を推進する重要性

等について意見交換を行った。

（２）委員会経過

○令和２年１月20日(月)（第１回）

特別委員長を選任した後、理事を選任した。

○令和２年１月30日(木)（第２回）

委員派遣を行うことを決定した。

○令和２年３月11日(水)（第３回）

政府開発援助等開発協力の基本方針に関する

件について茂木外務大臣から所信を聴いた。

○令和２年３月19日(木)（第４回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

令和二年度一般会計予算（衆議院送付）

令和二年度特別会計予算（衆議院送付）

令和二年度政府関係機関予算（衆議院送付）

（政府開発援助関係経費）について茂木外務

大臣から説明を聴いた後、同大臣、藤川財務

副大臣、政府参考人、参考人独立行政法人国

際協力機構理事本清耕造君、同機構理事鈴木

規子君及び同機構理事長北岡伸一君に対し質

疑を行った。

〔質疑者〕

朝日健太郎君（自民）、古賀之士君（※）、

高瀬弘美君（公明）、清水貴之君（維新）、

井上哲士君（共産）、ながえ孝子君（碧水）

本委員会における委嘱審査は終了した。

派遣委員から報告を聴いた。

○令和２年５月29日(金)（第５回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

政府開発援助等開発協力の基本方針に関する

件について茂木外務大臣、鈴木外務副大臣、

中谷外務大臣政務官、政府参考人、参考人独

立行政法人国際協力機構理事本清耕造君及び

同機構理事鈴木規子君に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

松川るい君（自民）、熊谷裕人君（※）、古

賀之士君（※）、新妻秀規君（公明）、梅村

聡君（維新）、伊藤岳君（共産）、ながえ孝

子君（碧水）

○令和２年６月１日(月)（第６回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

参議院政府開発援助調査に関する件について

意見の交換を行った。

○令和２年６月17日(水)（第７回）

政府開発援助等に関する調査の継続調査要求

書を提出することを決定した。

閉会中における委員派遣については委員長に

一任することに決定した。

委員派遣

○令和２年２月17日(月)、18日(火)

多様な主体による連携を含む我が国国際協力

に係る取組等に関する実情調査

〔派遣地〕

大阪府、兵庫県

〔派遣委員〕

山本順三君（自民）、こやり隆史君（自民）、

佐藤正久君（自民）、松川るい君（自民）、

古賀之士君（※）、難波奨二君（※）、岩井

茂樹君（自民）、高橋克法君（自民）、藤井



基之君（自民）、本田顕子君（自民）、礒

哲史君（※）、岸真紀子君（※）、熊谷裕人

君（※）、高橋光男君（公明）、新妻秀規君

（公明）、清水貴之君（維新）、伊藤岳君（共

産）、ながえ孝子君（碧水）


